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学 位 論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 本研究は、高速であるが断続的な無線アクセスと低速であるが持続的な無線アクセスを利用できる
状況を想定した、無線移動端末等での大容量データ転送の高速・安定化を目的とした複数ネットワー
クの同時統合利用に関するものである。まず、無線アクセスと有線バックボーンを経由した１：１の
大容量ファイル転送において、ファイル転送とその効率化に必要な制御情報転送とを分離して扱い、
特性の異なるネットワークを適切に使い分ける転送方式を設計・試作し、様々な環境での実験を通し
て、性能評価、課題抽出、方式改良を行い、単純な複数ネットワークの同時並行利用（転送性能の和）
以上の性能を達成できることを示した。さらに、断続的環境での利用ストレスの少ないWeb閲覧のた
めのアプリケーション連携形の複数ネットワーク統合利用や、断続的無線アクセスの効率化に必要な
サーバから多地点（無線アクセスポイント）への高速な一斉データ配布のための複数経路同時利用の
手法を設計・試作・検証した。 
 これらの一連の研究を通じて、複数ネットワーク統合型データ転送が無線移動端末等での大容量デ
ータ転送の高速化に有効であることを実証的に示し、その実現に必要な技術の確立に一定の貢献を果
たした。 
 本論文に関し、調査委員から、本質的な新規性の所在、課題1と課題2の統合に向けた問題、複数利
用者競合時の公平性等の問題、TCPやUDPとのレート制御に関する優劣、誤り制御方式の優位点、な
どについて質問がなされ、いずれも著者から明確な回答が得られた。また、公聴会においても、多数
の出席者から種々の質問がなされたが、いずれも著者の説明によって質問者の理解が得られた。  
 以上により、論文調査及び最終試験の結果に基づき、審査委員会において慎重に審査した結果、本
論文が、博士（情報工学）の学位に十分値するものであると判断した。 
